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難治性の肝・胆道疾患に関する調査研究 

分担研究報告書 

 

原発性胆汁性胆管炎（PBC）のウルソデオキシコール酸（UDCA）投与後における 

組織的進展因子の検討 

 

研究協力者 吉治 仁志 奈良県立医科大学内科学第三講座 教授 

 

研究要旨：PBC において Nara 基準を指標とした UDCA 反応性が組織学的進展と関連し、

UDCA 投与 1年後のγGTP 値が組織学的進展の予測因子になり得ることを報告する。 

 

共同研究者 

浪崎 正、藤永 幸久 

奈良県立医科大学内科学第三講座 

 

Ａ．研究目的 

我々は、原発性胆汁性胆管炎(PBC)において、

ウルソデオキシコール酸(UDCA)開始1年後の

γ-GTP 改善率を指標とした UDCA 反応性

(Nara 基準)が予後予測因子となることを報

告してきた。今回は、UDCA 投与後における

PBC 組織学的病期の進展に寄与する因子につ

いて検討した。 

Ｂ．研究方法 

1991年1月から2016年12月に当科を受診し

た PBC 患者 302 例のうち sequential biopsy

による組織学的検討が可能であった 35 例を

対象とした。全例初回肝生検後に UDCA を開

始し、最終回肝生検までの平均期間は 34.5

か月であった。組織学的進行群と非進行群の

2群に分け、UDCA 投与後組織学的病期の進展

に関わる因子につき解析した。病期分類は

Scheuer 分類 (SC)及び中沼分類 (NC) を使

用し、中沼分類は線維化 (F) Score と胆管消

失 (B) Score の合計で評価した。 

（倫理面への配慮） 

すべて保険診療内で検査および投薬をした

後ろ向きの観察研究。 

Ｃ．研究結果 

PBC 患者 35 例の診断時の平均年齢は 51±

11.1 歳、全員女性。UDCA 投与前の組織学的

病期は、SC (stage 1/2/3/4:6/12/17/0 例)、

NC (stage 1/2/3/4:0/7/24/4 例)、F Score 

(score 0/1/2/3: 4/18/11/2 例)、B Score 

(score 0/1/2/3: 0/9/21/5 例)であり、

sequential biopsy による組織学的病期の悪

化/非悪化例は各々SC [13 例(37.1％)/22 例

(62.8%)]、NC [9 例(25.7％)/26 例(74.3％)]、

F Score [13 例(37.1％)/22 例(62.9％)]、B 

Score [8 例(22.9％)/27 例(77.1％)]であっ

た。組織学的病期の進行群と非進行群の比較

に関して、単変量解析では、UDCA 投与 2年後

のγ-GTP値がSCの進行に、UDCA投与前のALT

値が NC の進行に、UDCA 投与前のγ-GTP 値が

F Score の悪化に、さらに、UDCA 投与前の IgM

値、UDCA 投与 1年後の ALT 値、血小板数およ

び UDCA 投与 2年後の AST 値、ALT 値および

IgM 値が B Score の悪化に寄与していた。多

変量解析では、UDCA 投与 1年後のγ-GTP 値

が中沼分類の組織学的進行に寄与する有意

な因子として抽出された。 

Ｄ．考察 

比較的進行例が多かったため、UDCA 反応性と

不応例との２群間で、中沼分類線維化スコア

に有意差は見られなかった。 
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Ｅ．結論 

PBC において UDCA 投与 1年後のγ-GTP 値が

組織学的進展の予測因子になり得る可能性

が示唆された。 
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